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Ⅰ．はじめに      学部・附属学校共同研究推進委員会委員長  渡部 孝子 

 

 

本冊子は，令和５年度の群馬大学共同教育学部と同附属学校園との共同研究における成

果や取り組みについて報告するものである。平成 28 年 12 月 5 日の有識者会議で示された

附属学校の「使命・役割」，及び本学第 4期中期目標・中期計画を踏まえながら，今年度も

共同研究に取り組んできた。また，令和 5年度は群馬大学創基１５０周年にあたり，そのル

ーツは明治６年に開設された「小学校教員伝習所」からなるもので，本共同教育学部並びに 

附属学校園と大変深い関わりがある。記念事業のキャッチ・コピー「駆けろ未来へ１５０ 

年の歴史と共に」に表現されるように，群馬大学共同教育学部と附属学校園との共同研究も

これまでの歴史・伝統をつなぎながら，未来に向けて発展・深化させていく所存である。 

さて，今年度の学部と附属学校の共同研究は，「公開研究会」と「学部教員や学生と

の共同研究」の二つに分けられる。まず「公開研究会」では，それぞれの附属学校園が

定める研究テーマについて，群馬県教育委員会をはじめ各市町村の学校教育従事者との

協議やご指導を仰ぎながら行ってきた実践的な研究について発信した。学部教員は研究

協力者として，理論的・実践的側面から支援した。今年度は，新型コロナウイルス感染

の心配が減り，各学校園の公開研究会は対面で開催された。そのため，非常に多くの方々

に参加いただくことができ，活発な意見交換が行われた。公開研究会で配布される研究

紀要や学習指導案集などは，学部教員との共同執筆の形を取って群馬県内外に発信され

ている。そして「学部教員や学生との共同研究」では，学部が案出した理論を各学校園

での実践を通した検証により質の高い研究成果を生み出している。学部教員と附属学校

園教員の連携による研究により，互いの専門性を高めるための研鑽の場ともなっている。 

 以上の通り，令和５年度も群馬大学共同教育学部では附属学校園と連携して多くの研究

成果を上げてきた。当該委員会が，群馬県における学校教育の発展に寄与できるよう，今後

も継続して取り組む所存である。皆様からの忌憚のないご意見やご指導をいただけると幸

いである。 

 

 

 

Ⅱ．学部・附属学校共同研究推進委員会の構成 

委員長          共同教育学部 教授（附属小学校校長）  渡部 孝子 

副委員長         共同教育学部附属小学校 副校長     石関 和夫 

委 員          共同教育学部附属小学校 主幹教諭    佐藤 真樹 

共同教育学部 教授（教育実践センター） 吉田 浩之 

共同教育学部 准教授（教育実践センター）阿部 充寿   
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Ⅲ．附属学校園研究会報告 

１．附属幼稚園研究会 

 公開研究会 

 〇 日時 令和５年 11月３日（金） ９時～16時 

 〇 研究主題：夢中になって遊ぶ幼児を育む保育(２年次) 

       ～遊びの魅力を膨らませる環境の再構成～ 

〇 研究の概要： 幼稚園教育の基本である「環境を通した教育」に即し，本園幼児の「夢

中になって遊ぶ」姿を引き出していくための実践研究に取り組んでいる。 

 幼児が夢中になって遊ぶために，保育室，園庭，共有スペースが魅力

的な場所となるようカンファレンスを行い，スピード感をもって再構成

していくことを追求し，保育の質向上と教育課程への反映を進めていく。 

〇 保育を語る会 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学  級  名 保  育  者 指 導 助 言 者 

３歳児（３年保育） 
桃組 岩本 美里 渡邉 俊 先生 

大島 みずき 先生 空組 尾髙 貴子 

４歳児（３・２年保育混合） 
赤組 山田 啄登 髙橋 恵津子 先生 

 坂口 淳子  先生 黄組 萩原 綾子 

５歳児（３・２年保育混合） 
緑組 前原 未明 横坂 好枝 先生 

伴内 弘美 先生 青組 吉野 裕介  
須田 亜希子 

金井 理絵 

若松 史子 
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２．附属小学校研究会 

(1) 公開研究会 

〇 授業及び授業研究会 令和５年６月１日（木），２日（金） 

〇 研究主題：共によりよい生活を創造する子どもの育成＜ １年次＞ 

～非認知的能力「目標への情熱」と「粘り強さ」に着目した学びのデザイ

ンを通して～  

〇 研究の概要：これからの教育に求められる資質・能力の育成に向け，「非認知的能力」

を高める学びのデザインと学習指導の工夫等から，各教科等の問題解

決的な学習の在り方を再考し，授業改善を行う。 
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 (2) 提案授業 

〇 研究主題：共によりよい生活を創造する子どもの育成（２年次） 

～非認知能力「他者と協働する力」を発揮する学びのデザイン～ 

〇 研究の概要：「共によりよい生活を創造する子ども」の育成を図るために，非認知能

力のうち，特に「他者と協働する力」に着目し，その姿が現れるプロセ

スと学びのデザインの在り方について，実践を通して明らかにする。 
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３．附属中学校研究会  

(1) 公開研究会 

〇 日時   令和５年 10月 12日（木），13日（金） 

〇 研究主題：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造（最終年次） 

① ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向け

た実践を通して 

② 教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実現を通して  

〇 研究の概要：ICTを最大限に活用して「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体

として充実させることで，「主体的・対話的で深い学び」を実現し，生

徒一人一人の学びを最大限に引き出せるような授業を提案する。また，

「未来創造科（総合的な学習の時間）」の実践を通して，教科等横断的

な学びの実現や，現代的な諸課題に対応できる資質・能力の育成を目指

した研究を進めている。 
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４．附属特別支援学校研究会 

(1) 校内研究授業（県内特別支援学校初任者研修提供授業） 

〇 授業研究会 令和５年６月 23日（金） 

〇 目的 

・初任者への授業提供と授業研究会を通して，今年度ここまで取り組んできた研究の

成果と課題を見出し，今後の取り組むべき研究内容を一層確かにすること。 

・研究協力者と協議を行う中で，研究内容やこれまでの取組についての評価・改善

の機会とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学

部 
単元名・題材名 

教科 

（領域） 
授業者 

小
学
部 

｢どんなおと？ きいて かんじて あらわそう｣ 
音楽科 

（身体表現） 

横堀 荘子 

宮前 篤嗣 

長田 紗綾 

中
学
部 

｢みんなで ひらこう！ にこちゃん屋｣ 生活単元学習 
林  和泉 

山口 哲平 

高
等
部 

｢数えて 計算して ぴったりを目指そう｣ 
数学科 

（数と計算） 

島田 大樹 

酒井 莉紗 
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(2) 公開研究会 

〇 令和５年 11月 10日（金） 

〇 研 究 主 題：子どもが自ら考え，学び合う授業実践（２年次） 

～知的特別支援学校における「個別最適な学び」と 

「協働的な学び」の一体的な充実のための視点を通して～ 

〇 研究の概要：知的障害特別支援学校における「個別最適な学び」と「協働的な学び」

が一体的に充実するために必要な支援や手立てを明らかにする。２年

次計画の２年目は，「個別最適な学び」と「協働的な学び」が相互に

往還し合うことに主眼を置き，一体的に充実するための授業づくりの

視点について本校の考え方を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学

部 
単元名・題材名 

教科 

（領域） 
授業者 

小
学
部 

｢みんなと ぎゅうぽん！じゃんぷしよう｣ 
体育科 

（走・跳の運動） 

小泉龍之介 

横堀 荘子 

長田 紗綾 

｢かみらんどで あそぼう｣ 遊びの指導 

小須田朱理 

武井 香織 

堀部  慧 

中
学
部 

｢えらんで つなげて 伝えよう！ 

～『○○ものがたり』～｣ 

国語科 

（書くこと） 

小越 薫子 

山口 哲平 

小倉  彩 

｢まぜよう ためそう あわせよう｣ 美術科 
山田 啓太 

小林 弥生 

高
等
部 

｢お客様が満足するカフェスマイルにしよう｣ 
作業学習 

（喫茶サービス） 

吉田 恵理 

和田  拓 

｢マット運動～声をかけあって 

技をマスターしよう～｣ 

体育科 

（器械運動） 

酒井 莉紗 

島田 大樹 

石井 翔也 
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Ⅳ．共同研究活動報告 

１．附属幼稚園 

(1) 共同研究 

大島みずき：公開研究会を含む保育及び研究についての通年における助言 

 

(2) 共同研究例 

〇 研究に係る指導助言 

   ・テーマ：夢中になって遊ぶ幼児を育む保育(１年次) 

        －遊びの魅力を膨らませる環境の再構成－ 

   ・発表者：岩本 美里，尾髙 貴子，山田 啄登，齋藤 里衣，前原 未明，吉野 裕介 

 ・期日：令和５年４月 27日（木） 

   ・概要 

     夢中になって遊ぶ幼児を育むための環境の構成や再構成について話し合い，本

園研究への理解を深めた。 

     保育の出発点である幼児を理解するためのポイントや環境構成について助言を

受け，共通理解を図った。 

 

〇 研究に係る保育実践への指導助言 

   ・テーマ：夢中になって遊ぶ幼児を育む保育(２年次) 

        －遊びの魅力を膨らませる環境の再構成－ 

   ・対象：３歳児 

   ・保育実践者：尾髙 貴子，岩本 美里，若松 史子 

   ・期日：令和６年１月９日（火） 

 ・概要 

     保育実践における「３歳児が初めて『はさみ』を使う時の製作の具体的な例」に

ついて，幼児の発達と絡めて検討を行った。 

     はさみを初めて使う時に適した教材を考える際，紙の厚さ，切る長さ，その紙の

持ち方・支え方，また扱いについての注意，その伝え方についての再検討の機会と

なり，環境の再構成の必要性に繋がった。 
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２．附属小学校 

(1) 共同研究一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月～６月

９月～３月

教科・対象 附属小教員 学部教員 研究テーマ・内容

国語科
前原　聡

田島　友香
濵田　秀行

研究会

４月～６月：自分の思いを基にした学習課題を解決するために，言葉のもつ特性に着目しながら認識・思考・表現

を繰り返す学び

９月～３月：言葉のもつ特性に着目しながら認識・思考・表現を繰り返し，言語能力を高める学び

社会科
井出　悠介

中野　智貴
宮崎　沙織

研究会

４月～６月：社会的事象の仕組みや人々の営みと自らを含む人々の生活とのつながりを見いだす学び

９月～３月：社会的事象の仕組みや実社会と自らとの関わり方を見いだす学び

算数科 中野　紗織 小泉　健輔

研究会

４月～６月：自分や友達が表した解決方法を評価・改善しながら，数学のよさに気付く学び

９月～３月：事象を数理的に捉え，表現し，評価・改善を繰り返して，よりよい解決方法にする学び

理　科
井上　俊介

吉田　和気
益田　裕充

研究会

４月～６月：生活の中にある自然の事物・現象についての自他の不確かな考えを基にした問題を科学的に解決する

学び

９月～３月：既にもっている自然の事物・現象についての考えを科学的な考えにする学び

生活科
関口　雄基

飯塚　理志
大島みずき

研究会

４月～６月：身近な人々や社会及び自然と自分のつながりを見いだしながら関わる学び

９月～３月：思いや願いの実現に向けて，自ら対象(周囲にある人・もの・ことや自分自身)と関わり，それらに対

する自分なりの価値を見いだす学び

総　合
関口　雄基

飯塚　理志
音山　若穂

研究会

４月～６月： 身近な人々や社会及び自然と試行錯誤しながら関わり続ける学び

９月～３月： 思いや願いの実現に向けて，自ら対象(周囲にある人・もの・ことや自分自身)と関わり，それらに対

する自分なりの価値を見いだす学び

音楽科
稲森　稚明

武居　伶音 吉田　秀文

研究会

４月～６月：感性を働かせて，音や音楽を自分のイメージや感情，経験と結び付け，音楽を価値付ける学び

９月～３月：感性を働かせて，音や音楽から感じ取った曲想と聴き取った音楽の構造を結び付け，自分のイメージ

や感情・経験と関連付けながら自分にとっての音楽のよさや美しさを確かなものにしたり更新したりする学び

大塚　裕貴

貞永　　瞳
郡司　明子

研究会

４月～６月：対象や事象を造形的な視点で捉え，感覚や行為を通して自分にとっての意味や価値をつくりだす学び

９月～３月：対象や事象を，形や色などの造形的な視点で捉え，自分にとっての意味や価値をつくりだす学び

大塚　裕貴 郡司　明子
６月～１月

学生の修士論文作成に向けた実践への協力

貞永　　瞳 市川　寛也
６月～１月

学生の修士論文作成に向けた実践への協力

家庭科
佐藤　真樹

鈴木真佐子

上里　京子

佐藤　佐織

６月～１月

学生の卒業論文のための調査への協力

石塚　祐子

桒原　和馬
鬼澤　陽子

研究会

４月～６月：「する・みる・支える・知る」の多様な関わり方を通して，運動やスポーツのもつ楽しさや喜びを仲

間と共に実感できる学び

９月～３月：「する・みる・支える・知る」の多様な関わり方を通して，運動やスポーツのもつ楽しさや喜びを実

感する学び

石塚　祐子 木山　慶子
６月～１月

学生の修士論文作成に向けた実践への協力

石塚　祐子 鬼澤　陽子
学生の卒業論文のための調査への協力

「小学校における体育授業と学級集団意識の関係に関する検討」

北浦　佑基 鬼澤　陽子
研究

「小学校中学年における運動有能感を高める指導方略の検討」

北浦　佑基
鬼澤　陽子

田井健太郎

研究

「ボール操作に関わる力の調整力の発育・発達過程に関する調査研究」

道徳科

樋口　　晃

内田　圭祐

横尾紗也香

山崎　雄介

研究会

４月～６月：自己の生き方に対して，様々な他者と考えを伝え合い，自己の経験や感じ方と照らし合わせながら ，

自己の生き方について問い続ける学び

９月～３月：子どもたちが，自らの道徳的価値観を基にし，他者の道徳的価値観に触れながら，よりよく生きる基

盤となる道徳性を育んでいく学び

英語活動

英語科

原　　雄規

齋藤　一紀
津久井貴之

研究会

４月～６月：実生活と関わる目的や場面，状況において，自分の考えや気持ちを相手と伝え合い，コミュニケー

ションを図る楽しさを実感する学び

９月～３月：目的や場面，状況等のある言語活動を通して，自他の考えや気持ちを伝え合う学び

群馬大学共同

教育学部教職

実践センター

井上　俊介

関口　雄基

吉田　和気

林　和弘

上原　永次

益田　裕充

児童が科学的に問題解決を行うことを促す学習デザインに関する研究

―単元構想シートの活用による科学的な問題解決の過程の創出―

体育科

共によりよい生活を創造する子どもの育成　～『目標への情熱』と『粘り強さ』に着目した真正な学びの デザインを通して～

非認知能力「他者と協働する力」を発揮する学びのデザイン
全体研究　

図工科
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  (2) 共同研究例 

 〇 体育科 共同研究授業実践 

・テーマ：中学年のハンドボールを基にした易しいゲームづくり  

・対 象：小学３年生 

・目 的：小学校の体育授業におけるゴール型の系統性のある年間計画作成に向 

けて低学年の「ゲーム」領域の学習内容を踏まえた中学年の「ハンドボ

ールを基にした易しいゲーム」の授業づくりを行い，その学習成果を検

証する。      

・授業実践者：北浦 佑基 

・期 日：６月 12日～７月７日（全８時間） 

・単元計画： 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・実践内容： 

学習指導要領のゲーム領域ゴール型の

指導内容を受け，本単元では，的を斜め 

に配置したゴールを，コートの左右に２つ

設置し（図１），メインゲームは，３対２

で行い，守りの一人がプレイ開始に合わせ

てコートに入ってくるというルールを設

定した。そのため，守りがいない場所を見

付けやすくなり，その場所に素早く移動

し，ボールを受け取るというボール保持者

と自分との間に守りを入れないようにす

る動きを身に付け，ノーマークでシュート

することが容易になる。 

子どもたちは，周囲の状況を見て，自分の前に守りがいるときには，味方にパ

スをし，自分の前に守りがいないときには，シュートをするなど，適切にプレイ

選択している様子が見られた。パスでボールを運び，ノーマークでシュートをし

て得点するといったゴール型ゲームの特性に応じた楽しさや喜びを十分に味わ

うことができた。６月 26 日（月）には，単元の６時間目を県内の体育担当指導

主事に公開し，小学校及び中学校体育・保健体育教育課程研究協議会を行った。

この協議会には，スポーツ庁の塩見教科調査官が参加し，指導講評をいただいた。 

＜図１ コート図＞ 
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３．附属中学校 

(1) 共同研究一覧 

 

教科・対象 附属中教員 学部教員 研究テーマ・内容

国語科
高橋　正人

佐藤　誠一郎
河内　昭浩

研究会：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造

①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して

②教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実践を通して

4月～10月：課題意識をもって作品の解釈を深めることができる生徒の育成

センター論文：「中学校国語科におけるICTの効果的な活用についてー映像化による「読むこ

と」の深まりを目指してー」（群馬大学教育実践研究紀要第41号）

社会 千明　隼 粟谷　好子

研究会：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造

①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して

②教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実践を通して

4月～10月：自らの考えと獲得した知識や他者との学びをつなぎ社会生活に生かそうとする生

徒の育成

数学科
高山　慶介

宇賀神　啓資
澤田麻衣子

研究会：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造

①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して

②教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実践を通して

4月～10月：批判的に考察し、数学を深めることができる生徒の育成

斉藤　剛志 益田　裕充

研究会：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造

①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して

②教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実践を通して

4月～10月：他者と協働しながら自らの考えを深め、科学的に探究することができる生徒の育

成

卒業論文：課題を設定する場面の学習過程に関する実証的研究（研究支援）

卒業論文：課題を設定する場面での教師の介入による学生の変容に関する研究（研究支援）

卒業論文：課題と結果の表出の関係に関する研究（研究支援）

卒業論文：解決の方法を立案する場面の学習過程に関する実証的研究（研究支援）

櫻井　康之 益田　裕充

卒業論文：理科授業における課題の類型化に関する研究～実際に行われた授業の課題を分析して～（研究支

援）

卒業論文：科学的に探究する力の育成に関する実証的研究～探究の過程を振り返る学習活動を通して～（研究

支援）

卒業論文：理科授業においてより妥当な考えをつくりだす力の育成に関する研究～探究の過程を振り返る学習

活動を通して～（研究支援）

卒業論文：附属学校教員が理科指導法に関わることによる学生の教師エージェンシーの向上に関する研究（研

究支援）

卒業論文：ChatGPTを用いた授業研究会の質的向上に関わる研究（研究支援）

佐藤　綾
大学地域貢献事業：ゲノム医療の地域社会実装に向けたゲノムリテラシー育成のための教材開

発（研究支援）

音楽科 星野　勇希 伊東　陽

研究会：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造

①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して

②教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実践を通して

4月～10月：個別の探究と他者との対話を通して、音楽から新たな気付きと感動を得られる生

徒の育成

美術科 多胡　慎平 齋江　貴志

研究会：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造

①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して

②教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実践を通して

4月～10月：意図に応じて自分の主題を追求することができる生徒の育成

技術科 山﨑　真 小熊　良一 論文：「材料と加工の技術」の授業における３DCADを使った設計学習の効果」（共同研究）

家庭科 松島　めぐみ 佐藤　佐織

研究会：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造

①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して

②教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実践を通して

4月～10月：４つの視点を用いて新たな問題における解決策を見いだす生徒の育成

保健体育 久保　涼子 木山　慶子

研究会：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造

①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して

②教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実践を通して

4月～10月：自己の適性等に応じた運動やスポーツの楽しみ方と心的エネルギーを獲得できる

生徒育成

道徳科 木村　貴博 益田　裕充

研究会：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造

①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して

②教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実践を通して

4月～10月：道徳的な課題を自分との関わりでとらえ、多面的・多角的に考えながら、人間と

しての生き方について考えを深められる生徒の育成

未来創造科

櫻井　康之

新井　英雄

山口　智也

生方　佑樹

上原　永次

研究会：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造

①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して

②教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実践を通して

4月～10月：現代的な諸課題を探究し、夢や希望あふれる未来を創造する生徒の育成

センター紀要：総合的な学習の時間「未来創造科」を軸とした教科等横断的な学びの実現に関

する実証的研究― 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成及び統合を通して―（共同研

究）

英語科
小野里　健太

瀬戸　辰徳
津久井貴之

研究会：生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造

①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して

②教科等横断的な学びを実現する「未来創造科」の実践を通して

4月～10月：目的や場面、状況等に応じて、表現力豊かにコミュニケーションを図る生徒の育

成

令和5年度　共同研究一覧

理科
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(2) 共同研究例 

〇 技術科 共同研究授業実践 

・テーマ：3DCADで未来のモノづくり 

（材料と加工の技術） 

・対象：１学年 

・授業実践者：群馬大学共同教育学部技術教育専攻  

講師 小熊 良一 

・期日：令和５年 10月 17日（火）…１時間目，25日（水）27日（金）…２時間目  

・概要：１時間目は，「設計において 3DCAD を使うメリットを知り，３DCAD を使っ

た基本的な設計ができる。」を目標に授業を実施した。導入では，本時の課題をつ

かむために，「ものづくりにおける設計の意義」「等角図及び三角法」といった前

時までの学習内容を振り返らせた。次に，3DCADの特徴を捉えるために，手書きに

よる設計と３DCADによる設計のメリット・デメリットを調べることで，3DCADの特

徴を捉えられるようにした。生徒は，メリットとして「設計・製図作業の効率化」

や「図面の共有・管理の容易化」を挙げていた。また，デメリットとして「ソフト

ウェアの習得及び価格」を挙げていた。その後，実際に 3DCADソフトウェア「作っ

てみよう」を使って設計を行った。具体的には，①3DCADの基本を知り，基本操作

を習得する。②3DCADを使った設計体験。③「板材作成機能」を使った設計方法を

習得する。の３点を行った。3DCADソフトウェア「作ってみよう」には，課題機能

があり，生徒はその中の一つである「えんぴつ」の設計をすることを通して基本操

作の習得をした。さらに，他の課題にも取り組むなど，多くの生徒が意欲的に取り

組むことができた。また③「板材作成機能」を使った設計方法では，設計の手順と

して「板材作成→切断→板を立てる→板を配置する→組立図，部品図作成」と段階

を追って説明することで，全員の生徒に基本操作を習得させるようにした。また，

この機能を使って自分の作品の設計をするため，実際に製作する材料の大きさ設

計を体験させることで，個々の作品の設計につながるようにした。 

２時間目は，「設計において 3DCADを使うメリットを生かして，3DCADを使って

自分の製作する作品の設計ができる。」を目標に授業を実施した。導入では，前時

で学習した「ものづくりにおける設計の意義」や「3DCADの基本的な操作」を確認

することで，本時の課題「3DCADソフトウェア『作ってみよう』を使って設計をし

よう」をつかむことができるようにした。次に新たな機能として「平行切断」「自

由切断」「座標軸移動」「データの保存方法」を学ばせた。そして，前時に学習し

た機能と新たな機能を使いながら，各自，自分の作品の設計を行った。生徒は，

3DCAD の操作方法の理解が不足していることや３DCAD を使って自分の構想したも

のを具体化することに難しさを感じながらも試行錯誤しながら設計することがで

きた。 
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４．附属特別支援学校 

(1) 共同研究一覧 
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(2) 共同研究例 

〇 体育科 共同研究授業実践 

・テーマ：子どもが自ら考え，学び合う授業実践 

～知的特別支援学校における「個別最適な学び」と 

「協働的な学び」の一体的な充実のための視点を通して～ 

   ・単元名：「みんなと ぎゅうぽん じゃんぷしよう」（走・跳の運動） 

・対象：小学部 ３・４年生 ６名 

・授業実践者：小泉龍之介，横堀 荘子，長田 紗綾 

・期日：令和５年 11月 10日（金） 

・概要： 

高く跳ぶ，遠くに跳ぶ，連続跳びなどのいろいろな跳び方をするコーナーを設置 

し，友達と楽しみながら運動をする中で，跳運動に必要な部分動作を一連の動きに

繋げていく授業を展開した。実践にあたっては，以下のような工夫をしたことで児

童の変容が見られた。 

「個別最適な学び」の視点では，特に学習の個性化にかかわって，児童が目標を 

自分で決めたり，跳び方を自分で工夫したりすることに重点を置いた。まず，サー

キットのように繰り返し活動し，児童が跳運動に見通しをもつことができるよう

にした。次に，着地位置を児童が自分で決められるような足形や，高さの異なる風

船を天井から吊したコーナーなどを用意することで，児童が「もっと遠くまで」「も

っと高く」と目標をもつことが

できるようにした。また，タブ

レット端末を定点に設置し，遅

延再生アプリを用いて自分の

動きを見直しながら活動でき

るようにした。 

「協働的な学び」の視点では，「ぎゅうー，ぽん」という動きの合い言葉を全員 

で共有したり，各コーナーで互いの動きを見合いながら活動できるようにしたり

した。 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の視点で授業を工夫したことで，児童が

「もうちょっと！」「できた！」と言葉に出し，腕の振り方や膝の曲げ方を変える

など，自分の姿を見直す姿が見られるようになった。また，友達が遠くまで跳ぶ様

子を見て，同じように大きく腕を振り，跳び方を真似す

る姿も見られた。これらのことから，単元を通して，個々

でじっくり学ぶことと他者と関わりながら学ぶことの両

方の機会があることで，子どもたちの主体性が高まり，

より一層学びが深まっていくことが明らかになった。 
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